
566 第 6章 積分

6.2.3 区分求積法

ここでは,数列の和の極限を定積分を利用して求めることを考える。

今までの内容から

のようになる.

具体例をあげると

上鳳さ(+)2+を求めたい。
2{+}ん

封2… Ⅲ
は区問 降 司 妨 割になっている また,枢 間価 はと

こも上でぁり,η →∞とすると小区間の幅は0に近づく.
η

3 したがって

思さ(+)2.÷ =.(1ノ dκ =:
となる.

この計算は機械的にできるようになった方がよい。

馳補 足路

今までの話の流れとは少し異なるが,|::

囀=+上 轄 )1横÷ほ
形を図のように立てる.

(こ の長方形を Rた とする)

は右の大■

4.η → ∞ とすると右の大線内の油iriに な
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